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「竜退治の騎士になる方法」

今回は１冊の本を紹介します。対象は小学校中学年以上ですので、

１，２年生のみなさんには少しむずかしいかもしれませんが、保護者方にも楽しく読めると

思いますので、お子さんといっしょに読んでください。著書名は「竜退治の騎士になる方法」

という本です。著者は岡田淳さん、出版社は偕成社です。

簡単にあらすじを紹介しますと、主人公は小６のやすお君とその幼なじみのゆうきさんで

す。ゆうきさんは学校に忘れ物をし、偶然、やすお君と出会い、いっしょに行きます。教室

にはいると見知らぬおじさんがいました。彼は竜退治の騎士ジェラルドだったのです。２人

はジェラルドから竜退治の騎士になる方法を教わります。それは、トイレのスリッパをそろ

えることだったのです。「え？」と思いませんでしたか？実は「竜」とは、人の心の底に潜ん

でいる「とげとげしい心」のことだったのです。みなさんはトイレのスリッパを使った後は、

ちゃんとそろえて出てきていますか？スリッパをそろえるというのは、次に使う人のことを

考えた思いやりある行為です。この思いやりある行為は、人の心を和らげてくれます。

では、なぜ私はこの本を紹介したのでしょうか？実は、５月の初め（ＧＷごろ）までは、

杭瀬小学校のトイレではスリッパがよくそろっていました。でも、

最近、トイレのスリッパ があっち向いたり、こっち向いたりして

いることが、よくあります。つい先日まではできていたことが、今はで

きなくなっています。思いやりの心がなくなると、 あちらこちらでケン

カやトラブルが発生してしまいます。そんな学校生活は楽しいですか？杭瀬小学校のみなさ

んには、ぜひ、「竜退治の騎士」になってほしいのです。相手の気持ちを思いやり、笑顔の絶

えない明るい杭瀬小学校を創りあげるためにもぜひ、この本を読んで、ひとりでも多くの騎

士たちが育つことを期待しています。
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6 月

７月予定

１日：なかよしまつり・

オープンスクール

１５日：給食終了

１９日：学年・学級懇談会、

地区懇談会

子どもたちは、ステキなめあてを考え出します。

「なるほどなあ！」自分たちがめざすべき姿を知っ

ているかのようです。体育大会の練習では、あきら

めずに一生懸命の姿、大きな声があります。

行事を通して、成長していく“杭瀬っ子”を目を細

めながら見守っていきましょう。

集中下足箱の靴が整っています。杭瀬小を訪れた

方々が「いいなあ」と思われる瞬間でしょう。

少し気をつけるとできる『小さな頑張り』が当たり

前にできる心を育てたいですね。

4月はじめのトイレは、どこも上のような状況でした。

「いつだって、こんな感じだから･･･」「自分がやったわ

けじゃないから」子どもの気持ちはどんなだったでしょ

う。「揃っていることが当たり前になるまで頑張ろう」教

職員で共通理解して取組を続けています。正しいことが

当たり前。他人が捨てた小さなゴミにも優しい手が伸び

る、そういうＮＯ１の学校をめざして、子どもたちとい

っしょに、先生たちは頑張っています。
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